
 

 

 

「空き家予防の周知・啓発チラシ」を作成しました︕ 
〜空き家について、まずはお気軽に相談を〜 

 
本市の空き家数は年々増加傾向にあり、令和５年時点※１で、空き家になっている戸建

て※２は 6,000 戸存在し、10 年で 1.67 倍増加しており、空き家を発生させない予防の取
組が重要になっています。市民の皆様に空き家について関心を持っていただき、適切な管
理が行われていない空き家の発生を予防するために、空き家を放置することによる様々な
影響・危険性、近隣の空き家又は所有する空き家に関するお困りやお悩みごとの相談窓口
を掲載したチラシを作成しましたので、今後、広く市民に周知・啓発等を行ってまいりま
す。                   ※１ 令和５年住宅・土地統計調査  ※２ 賃貸用、売却用、別荘等を除く 

 
１ チラシ内容（A4 サイズ両面） 
・空き家を放置することによる 

リスク（①） 
・空き家が原因の被害事例（②） 
・空き家になる前にやるべき大事 

なこと（③） 
・近隣の空き家、所有する空き家に

関する相談窓口（④） 
 

２ 周知・啓発 
・町内会・自治会、防災イベント、 

各区窓口等で広く周知・啓発を 
実施 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

令 和 ７ 年 ９ 月 ８ 日 
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＜表面＞  ＜裏面＞ 

空き家になっている戸建ての推移 
（賃貸用、売却用、別荘等を除く） 

戸建てに居住する高齢者のみ世帯の推移 

出典︓住宅・土地統計調査 出典︓住宅・土地統計調査 

  

（参考）本市の空き家に関する状況 

問合せ先 
川崎市まちづくり局住宅政策部住宅整備推進課  川本 
電話 ０４４―２００―０１７４ 
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